
 

 

 

 

戦前から現在までの市街地の空間形態・材料の変化が
熱環境に与える影響

結論
①一般的にヒートアイランド問題が悪化していると言われるが、その変化は熱帯夜を生じさせやすくなるという変化
　であり日中はむしろ戦前期の方が顕熱負荷が大きかった。
②現市街地においても熱的に快適な空間が創出されているが、そのような空間は必ずしも利用可能になっていない。

対象地と観測時代
時代Ⅰ（1923-1934 年）
戦前の木造密集市街地。
時代Ⅱ（1948 年）
戦後の市街地。一度木造建築物が焼失。
時代Ⅲ（1963 年）
絶対高さ制限下における市街地。建物高さは全て
31m以下。ほぼ全ての建物が RC造となっている。
時代Ⅳ（1982 年）
街区 Bの大規模再開発後。特定街区を適用し３棟が
一体的に開発。31mを超える高層建築物が建設。 
時代Ⅴ（2011 年）
街区A・街区Dの建替え後。総合設計制度・特定街
区を利用し、３棟の空地を有する高層建築物が建設。
 時代Ⅵ（2015 年）
街区Gの建替え後。対象地で特定街区を利用した最
も新しい空地を有する高層建築物の建設後。

伝熱計算モデル構築のための情報の収集

市街地の空間形態の変遷自体を扱った既往研究は多数存在するが、環境の側面からその変
化を評価したものはない。

戦前から現代までの空間形態と構成材料を伝熱計算可能な 3D-CADモデルで再現し数値シ
ミュレーションによって熱環境に与えた影響を定量的に評価する。

数値シミュレーションツールを用いた全表面温度分布の算出

結果①：熱環境負荷 結果②：生活空間における熱的快適性

熱環境評価指標
①　熱環境負荷を示す指標：
　　ヒートアイランドポテン
　　シャル (HIP)

②　熱的快適性の指標：平均
　　放射温度 (MRT)
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各時代の様子を現す空中写真

各時代における全表面温度分布 ( 夏季 12 時  気温 32.3℃)
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　街区Bにおける時代Ⅰ・時代Ⅲ・時代ⅥのMRT 分布図

　3D-CAD モデル作成フロー

・日比谷・西新橋地区
・範囲 200m×200m
・特定街区、総合設計制度を適用街区が複数存在

時代Ⅰ~時代ⅥのHIP の日変化 時代Ⅵの利用可能と不可能な空間面積割合を示すヒストグラム　

・関東大震災や第二次大戦を経て、都市の不燃化という目標のもとに RC造建築物が増加。
・高度経済成長期までは都心部でも木造の低層建築物が密集する地域が残存。
・高度経済成長期も 1970 年までは市街地建築物法 (1919 年 ) の絶対高さ制限が適用され、建物高さは
　31m( 住居地域以外 )に制限。
・1970 年に容積率制が導入されて以降は 31mを超える高層建築の建設が進む。
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研究の背景と目的

 

 

 
 

 

 

生活空間におい
て、一様にMRT
の低い空間が分
布。

各時代における全表面温度分布 ( 夏季 20時  気温 29.0℃)
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※不明


